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新台木品種によるナス青枯病の防除

ナ ス の台木 は青枯病， 半身萎 ち ょ う 病， 半枯病， 疫病

な ど の 土壌病害 や 線虫 害 を 防 ぐ た め に ， 主 に 「 ヒ ラ ナ

ス 」 台が使用 さ れて き た 。 し か し ， 1970 年代半 ば に ヒ ラ

ナ ス台木の接木ナ ス に 青枯病が発生 し ， そ の対策が必要

に な っ た 。 さ ら に ， 奈良県で は野菜 ・ 茶業試験場で抵抗

性台木 と して育成 さ れた 「 ト ルパ ム ・ ビ ガ ー j が導入初

年 目 か ら 権病化 し ， 抵抗性の崩壊現象が認め ら れた 。 奈

良農試で は， [" ト ルパム ・ ピ ガ ーJ が発病 し た圃場の土壌

を搬入 して台木品種の選抜 を 開始 し ， 現地 に お いて試作

を続けた 結果， 実用 に 耐 え 得 る 台木 を 得 る こ と がで き た

(峯岸 ら ， 1991) 。

青枯病菌 は 多犯性で， 地理的分布 も 広 く ， 変異 に 富

み， 多 く の 系統， レ ー ス の存在が知 ら れてい る 。 ナ ス青

枯病菌 は ， 侵す台木品種の種類 を 基 に 菌群が類別 さ れ，
新 レ ー ス ・ 系統の 出現 に よ っ て高度抵抗性の 品種が擢病

化す る お そ れが あ る と さ れてい る (尾崎， 1990) 。 こ こ で

は新台木の選抜過程 に お いて得 ら れた 知見並 びに新台木

の擢病化 を避 け る た め の圃場条件 に つ いて述べ， 抵抗性

崩壊回避の参考 と し た い。

I 青枯病の発生の特徴

育枯病J擢病株 は ， 高温時 に 急激 に 萎 ち ょ う し 始 め ， し

だ い に全身が萎 ち ょ う す る 。 茎 を切断す る と 導管が部分

的 に褐 変 し ， 水 に漬 け る と 褐 変部 か ら白 い 菌泥が溢 出 す

る の が特徴で あ る 。 露地栽培 で は 6 月 以 降 に 発生 し 始

め ， 低温時 に は発病 し な く な る 。 病原菌 は土壌中 で 5 年

以上生息 し ， 生息範囲 は 1 m の深 さ に 及ぶ。 こ の た め ，

く ん蒸剤 に よ る 土壌消毒や太陽熱利用 に よ る 施設内の土

壌消毒の効果が不安定で あ り ， ナ ス 栽培で は発病回避の

た め に 接木栽培が必須条 件 と な っ て い る 。 病原菌 は 傷口

か ら 侵入す る の で植 え 傷み， 肥 あ た り ， 線虫害 な どが誘

因 に な る 。 河川 水で伝搬す る が， 病原菌 は水田状態 で は

畑地 よ り も 死滅が早 い。

E 抵抗性台木の種類

ナ ス 産地で は青枯病が最 も 恐れ ら れ， 畑地では こ の ほ

か に半身萎 ち ょ う 病が発生 し や すし と き に は半枯病や

疫病の被害 を 受 け る こ と が あ る 。 抵抗性台木 は こ れ ら の
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おか
奈良県農業試験場 開 やま山 健 夫
病害 に対す る 抵抗性 を 併せて持 つ 必要があ る 。 青枯病抵

抗性の 主 要 な 品種 を 表一1 に 示 し た 。

ナ ス を 侵 す 青枯病菌 は I � V 群 に 類別 さ れ， ["千両 2

号j の み を 発病 さ せ， 他の ナ ス 属植物 に病原'性の な い I

群菌， ["千両 2 号」 と 「 ツ ノ ナ スJ を 発病 さ せ る 11 群菌，

I千両 2 号j， [" ツ ノ ナ ス j ， [" ヒ ラ ナ ス j を 発病 さ せ る III群

菌， ["千両 2 号j， [" ツ ノ ナ ス j ， [" ヒ ラ ナ ス j ， [" ト ルパ ム ・

ビガー 」 を侵すIV群菌， ["千両 2 号」 と 「 ヒ ラ ナ ス 」 を 高

率 に発病 さ せ る が， [" ツ ノ ナ ス j ， [" ト ルパ ム ・ ビ ガーJを

侵 さ な い V 群菌 に 分類 さ れて い る (尾崎， 1990) 。

「台湾長J， ["興津 1 号J は栽培種 で あ り ， ["台湾長」 は

強度 の 抵抗性 を 示 し ， ["興津 1 号」 は こ れ よ り も 少 し 弱

い。 し か し ， ["台湾長J 台 は 特 に 低収量で あ り ， ["ハ リ ナ

ス ビ」 は 生育停止， [" ト キ シ カ リ ウ ム j 台 は へ た 枯れや果

実 の 変 形 ， 収 量 性 に 問 題 が あ る ( 望 月 ら ， 1979a， 

1979b) 。

「 ヒ ラ ナ ス j は 半枯病 に 強 く ， 接木が容易 で耐暑性が

あ る が， 青枯病 の 多 発事例が増加 し て い る 。 「 ツ ノ ナ ス j

は青枯病の 11 ， III ， IV群菌 に 侵 さ れ， 半身萎ち ょ う 病 に

も 弱 い が， 草勢， 収量性 に優れ る o [" ト ルパ ム ・ ビ ガ-J

は青枯病や半身萎 ち ょ う 病 に 抵抗性で， 耐暑性があ り ，

収量性 も 高 い 。 し か し ， IV群菌 に 侵 さ れ， 初期生育が遅

い ので育苗 日 数が長い 。 「 ア シ ス ト J は背枯病 に は 「 ヒ ラ

ナ ス j よ り も 強 い が， IV群菌 に 侵 さ れ， 半身萎 ち ょ う 病

に は抵抗性が な い 。 し か し ， [" ヒ ラ ナ ス 」 と 同様 に 育苗が

容易で， す べての作型 に 利 用 で き る 。

岡山農試が選抜 ・ 育成 し た 「 ト レ ロ 」 は ， III群菌 に は

表-1 ナ ス の背枯病抵抗性台木

品種名 種 名

台湾長 Solanum melon五rena

興津l号 Solanum melongena 

ハリナ ス ビ S. sisymbrilfolium 

ト キ シ カリウ ム S. toxicariurn 

ヒ ラ ナ ス S. integ円ifoliurn

ツ ノ ナ ス S. marnmo抑制

ト ルパム ・ ピガー S. torv仰仰

ア シ ス ト S. melongena X 

S. integrijolium 

ト レ ロ

サポー ト 1号 台湾長 X Large-N egra と ヒ ラ ナ ス の Fl

カ レ へン S. sanitwongsei 
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ト ノレパム ・ ピ ガ ー と 同様 に 高度 の抵抗性 を 示 し た が. IV 

群菌 に 侵 さ れ る 。 こ の 品種 は半身萎 ち ょ う 病 に対 して抵

抗性が あ り ， 収量性 も 高 い (河合 ら . 1993) 。 し た が っ て

「 ヒ ラ ナ スム「 ト ルパ ム ・ ビ ガ ー j が侵 さ れ る 地域での対

応 は難 し い が， 青枯病の菌群分布 に 対応 し た台木 を選定

す る と き わ めて有効で あ る (伊達 ら . 1993) 。

こ の ほ か. r サ ポ ー ト 1 号j は抵抗性 を 示す菌群が 1 • 
II 群 に 限 ら れ る 。 「耐病 VFj. r ミ ー ト j は 半身萎 ち ょ う

病 に 強 く ， 接木 も 容易 で あ る が， 青枯病 に は抵抗性が な

し〉。

皿 新台木の育成経過と 特性

奈良農試で は ， タ イ か ら 導入 し た 野性 ナ ス S olanum

sanifwongsei CRAIB を 素材 に して， 種子及 び そ の後代か ら

青枯病抵抗性個体 を 選抜 し. 1990 年 に「 カ レへ ンj と 命

名 し て種苗登録 し た 。 選抜 は 1981 年 か ら 開始 し ， 青枯

病汚染問場 に 毎 年 5 月 に 本葉 5 葉期 の 接木 ナ ス (穂木

「千両 2 号j ) を 植 え ， 抵抗性台木の選抜 を 重ねた。 汚染

土壌 は農試場 内 の青枯病菌接種土壌 (橿原市) と 五線市

の現地か ら 採取 し た 土壌 を 用 い， コ ン ク リ ー ト 枠 に 入れ

て各種台木 に 接 い だ苗 を植 え 付 け た 。 五篠市の汚染土壌

は 「 ト ルパム ・ ビ ガ ー j を導入 し た 初年 目 に 高率 に 発病

が認 め ら れた圃場の土壌であ り ， 分離菌 は IV群菌 と 判別

さ れた 。

表-2 に 示 し た よ う に.r カ レへ ンj 及び野菜 ・ 茶業試験

場か ら 導入 し たrBR1 号」 は， 両汚染土壌 に お いて発病

が顕著 に 抑 え ら れ. r ヒ ラ ナ ス j. r ト ルパ ム ・ ビガー j.

「 ア シ ス ト J に比べて高 い抵抗性が認 め ら れた 。 「 ト ルパ

ム ・ ビ ガ ー j は橿原市土壌 で は 「 ヒ ラ ナ ス j よ り も 発病

が遅れ， 枯死株数 も 少 な か っ た が. IV群菌で汚染 さ れて

い る 五係市土壌 で は ， 発病が半 月 遅れ る の み で 8 月 中旬

に は全株が枯死 し た 。

五係市の ナ ス 産地 に お け る 新台木の現地試験の う ち ，

「 カ レへ ンj 及 び 「 ヒ ラ ナ ス j 台の比較結果 を 表 3 に 示 し

た 。「 カ レへ ンJ台 は試作地 26 園場の う ち 14 圃場で発生

を 認 め ず， 比較試験の結果か ら も 「 ヒ ラ ナ ス j に比べて

高い防除効果 を 示 し た 。 し か し な が ら . 2厨場 に お いて多
発 を 認め， 台木の み に よ る 回避が難 し い こ と も 示唆 さ れ

た 。 こ の地域 は個別 の 田畑輪換が行われてい る が， 基盤

整備の遅れの ために集団的 な ブ ロ ッ ク ロ ー テ ー シ ョ ン が

困難な地域であ る 。 こ の た め ， 産地 内 に 多 発圃場が散在

し， 輪作 に よ る 効果が現れてい な い 。

峯岸 ら が 1992 年 に 行 っ た 新台木導入地の ア ン ケ ー ト

調査では. r カ レへ ンJ を 導入 し た 25 県 か ら 回答が寄せ

ら れ. 16 県 で青枯病が発生せ ず. 6 県 で少発生. 1 県 で多

発 し た 。 導入 さ れた地域 は「 ヒ ラ ナ ス 」台木の擢病化が

起 こ っ てい る 地域 で あ る こ と を 考慮す る と ， 青枯病 に 対

す る 評価 は ほ ぼ満足 で き る も の と 考 え ら れ る 。 し か し ，

半身萎 ち ょ う 病が 5 県， 疫病が 2 県 で発生 し た 。 半身萎

ち ょ う 病 に は 接種土壌 に お いて 「 ト ル パ ム ・ ビ ガ ー j.

「 ヒ ラ ナ ス j よ り も 発病程度が軽 く ， 実用程度の抵抗性 を

持つ と 判断 さ れ た が， 試験例が少な く ， 育成経過 や 県 内

の発生状況か ら みて， こ れ ら の病害 に は 十分で は な い と

考 えてい る 。 し た が っ て， 半身萎 ち ょ う 病 の発生圃場で

は耐病 VF な ど の抵抗性台木 を 選ぶ必要が あ る 。 疫病 は

県下の 試作地 に お いて も 発生 を 認めてお り ， 株の地際部

分が水浸状 に な っ て軟化腐敗す る 。 地下水位の 高 い 輪換

回では 要注意で あ る 。

「 カ レへ ン 」 は 「 ト lレパム ・ ビ ガ ー 」 を 小型に し た 草

状で， 葉の大 き さ が「 ト ルパ ム ・ ピ ガ ーJ の 約 1/5 で あ

る 。 花弁色 は 「 ト ルパム ・ ビ ガ ー j. r ヒ ラ ナ ス 」 が白色

で あ る の に 対 し ， 紫色， そ の 他熟果 の 色 ， 果 重 が異 な

り ， 葉身， 葉柄 に ト ゲ が な い の が特徴で あ る 。 ま た ， 発

芽 を そ ろ え る た め に ジ ベ レ リ ン 100 ppm に 一昼夜浸潰

し.r ヒ ラ ナ ス j よ り も 2 週間程度早 く 播種す る 必要が あ

る 。 こ の台木 は露地栽培 で は 低温伸長性が弱 い の で初期

収量が低 い が， 高温時 の 生育 が お う 盛 な の で秋期 に は

表- 2 青枯病汚染圃場 に お け る 接木 ナ ス の 発病抑制j効果

背枯病汚染土壌 の来歴

日口目 種
五{傑市 橿原市

発病株率a) 枯死 株率 発病株率 枯死 株率

( %) (% ) ( %) (%) 

千両2号白 根 100 100 100 100 

ヒ ラ ナ ス 100 100 100 60 

ア シ ス ト 67 70 60 100 

ト ルノfム ・ ピガー 100 100 40 90 

カ レへ ン 40 60 20 20 

BR1 号 20 40 20 60 

a) : 発病株率 は 8月 15 日 ， 枯死 株率 は 10月 1 日 に調査 .

表- 3 現地周場 に お け る台木 品種 と 青枯病の 発 生

発病株率 ( %)
閏 場 岡場の来歴

ヒ ラ ナ ス カ レ へン

① 4 。 3年間水田

② 100 70 14年間水田

③ 100 。 1年間水 田

④ 50 。 6年間水田

⑤ 10  。 6年間水田

⑥ 100 45 イ チ ゴ ， ナ ス跡

⑦ 1 。 6年間水田

⑧ 10  。 水田

一一一 2 一一一
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「 ヒ ラ ナ ス 」 台 と ほ ぼ同等の収量 に な る (峯岸 ら ， 1991) 。

新台木の 導入地で は お お むね良好 な 結果 を 示 し た が，

そ の 後 も 一部 に 多 発事 例 が発生 し ， そ の 原 因 を 調査 し

た 。 表 4 に 示 し た よ う に ， 高度汚染圃場 に 植 え た 「千両

2 号Jや 「 ヒ ラ ナ ス 」の白根株 は 全株が発病枯死 し た の に

対 して， r カ レへ ン 」 の白根株 は 全 く 発病せ ず， 強 い 抵抗

性 を 示 し た 。 接木株 で は 「 ヒ ラ ナ ス j 台 が 高 率 に 発病

し ， 穂木， 台木 と も に 枯死 し た 。 一方， r カ レへ ン 」 台の

接木株 は 「 カ レへ ン」 白根 に く ら べ る と 発病株率が高 く

な っ た が， r ヒ ラ ナ ス Jに比べて明 ら か に 発病 を 抑 え た 。

「カ レへ ンj台の発病株の な か に は穂木が枯死 し で も 台木

部分が残 り ， そ の基部か ら 新芽の 発生が認め ら れ る も の

があ っ た 。 し か し ， 地際部 を切断 し て観察 す る と ， r カ レ
へ ンJ は 健全株 の な か に 導 管褐 変 の 認 め ら れ る 株が あ

り ， こ の部分か ら 菌泥の溢出 す る 株が あ っ た 。 こ の こ と

か ら ， r カ レへ ンJ台木 は 外見上無病徴 で あ る が， 導管の

ご く 一部が侵 さ れて病原菌が穂木 に 移行 し ， 穂木の 萎 ち

ょ う 枯死 に 至 っ た と 推察 さ れ る ( 岡 山 ら ， 1991 ) 。

青枯病 に 対す る 台木 の 抵抗性の発現 に は 土壌 中 の青枯

病菌密度 の影響が大 き い (太田 ら ， 1981 )  0汚染園場及び

汚染土壌 を 非汚染土壌で約 10 倍 に 希釈 し た 園場 に お け

る 接木 ナ ス の発病経過 を 図ー l に 示 し た 。 「 ト ルパ ム ・ ビ

ガー」 は 高菌密度園場で は 「 ヒ ラ ナ ス 」 と 同様 に 高率 に

発病 し ， 抵抗性 は ほ と ん ど認 め ら れ な か っ た が， 希釈 し

た 低菌密度園場 で は 発病が遅延 し ， 台木の効果が明 り よ

う に認め ら れた 。「 カ レ へ ン 」 は こ の傾向 が よ り 顕著 に 現

れ， 後者の圃場 で は 全 く 発病株が認 め ら れ な か っ た 。 こ

の よ う に 抵抗性台木の発病 は 土壌 の 菌密度 に よ っ て大 き

く 異 な り ， r カ レへ ンJ， rBR1 号Jな ど の高度抵抗性の台

木品種 は ， 菌密度低下 に よ る 発病抑止効果が高 い と 考 え

ら れ る ( 岡 山 ， 1987) 。

青枯病 の 防除 に は土壌 く ん蒸剤 に よ る 土壌消毒や 太陽

熱利用 に よ る 施設 内 の 土壌消毒の効果 は 不十分で あ る 。

こ の原因 に は病原菌が深層 に 分布 す る こ と ， 再汚染が激

し い こ と な どが影響 してい る の で は な い か と 思わ れ る 。

青枯病抵抗性台木の利用 と 問題点W 

表- 4 ナ ス育枯病の台木 及 び穂木 品種 に対す る反応、

供試品種 調査
発 病 導管褐 褐変程度別 株数臼}

株
部位

株 率 変 率
穏木 台木 (% ) (% ) o 1 2 3 4 

白 根 千両2号 株 100 100 o 0 0 0 12 

自 根 カ レへン 株 。 50 6 5 1 0 0 

接木 千両 カ レ 台木 8 42 7 1 3 0 1 

2号 へ ン

穂木 33 33 8 0 1 1 2 ーーーーーー・ -・・・・・・ー ーーーー ....ーーー ー司・・・ーーー ーーーー・ーー -・・・・・・ーー・ーーーー ー岨 ・ ・
白 根 ヒ ラ ナ ス 株 100 100 o 0 0 0 12  

接木 千両 ヒ ラ 台木 92 100 o 0 0 0 12 

2号 ナ ス

穂木 92 100 0 1 0 0 1 1 

a， .導管褐変程度 0 : 褐変な し ， 1 : 全 体の 1/4 未 満 が褐変， 2 :  

1/4�1/2 が褐変， 3 :  1/2�3/4 が褐変， 4 :  3/4以上 が褐変.

BR1号

100 

nHV

 

Fhu

 

発病株率(%

一方， 未熟有機物 を 混合 し て滋水状態 を保つ と 発病が抑

制 さ れ る が， 完熟堆肥で は効果が低 い と さ れ， 括抗微生

物 と 湛水 に よ る 防除効果が明 ら か に さ れて い る (小野，

1991 ) 。 筆者 は汚染圃場 に 有機物 を混和 し て夏季 に 4 か 月

間湛水 し た と こ ろ ， 希釈土壌 に よ る 発病パ タ ー ン と 同様

の台木の有効化現象 を認 め た 。 す な わ ち ， r ヒ ラ ナ ス 」 や

「 卜 ルパ ム ・ ビ ガーj に 接 い だ 「千両 2 号」 の発病が遅延

し， r カ レへ ンJ に は発病が認 め ら れ な か っ た 。

cp 
7.1 8.1 9.1 10.1 7.1 8.1 9.1 10.1 

7.15 8.15 9.15 7.15 8.15 9.15 
調査月日 調査11臼

トルパム・ピガ

0 
100 

』-《HV
AHUハυ1

 

AHv

 

vhu

 

発病株率(%

50 

発病株率(%)

。

図-1 青枯病菌の菌密度 と 各種台木 に 接 いだ ナ ス の発病パター ン

ト4高菌密度 ←-0低 菌密度
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尾崎 ( 1990) は 「 ト ルパ ム ・ ピ ガ ーJ， r ツ ノ ナ ス J，

「 ヒ ラ ナ ス 」台接木 ナ ス が連作 に よ っ て高率 に 発病 し た こ

と を観察 し ， 抵抗性台木の連作 に 伴 う 菌群の変遷 を指摘

してい る 。 こ の こ と を 考慮す る と ， 発生地域で は抵抗性

台木の み に依存 し た 連作 を 避 け ， 羅病化 を 回避す る た め

の対策 を 絶 え ず図 る べ き で あ る 。 実用的 に は露地栽培で

は 集団的な 田畑輪換が最 も 有効で， 3 年以上の プ ロ ッ ク

ロ ー テ ー シ ョ ン が行わ れてい る 地域で は安定生産が可能

に な っ てい る 。 施設栽培で は 太陽熱利用 に よ る 土壌消毒

が病原菌密度 の低下 に 有効であ り ， 定植時期 の遅延， 多

肥に よ る 根の 傷害防止， 発病株の 除去等 の耕種的防除対

策を心が け る こ と も 大切であ る 。 今後 は台木の 履病化現

象の機構 を 解明す る と と も に ， 短期間 の 処理 で有効か っ

安定的 な擢病化 回避技術 を確立す る 必要 が あ る 。
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新しく登録された農薬(6.8.1-----6.8.31)
掲載 は ， 種類名， 有効成分及 び含有量， 商品名 (登録年月 日 ) ， 登録番号 (製造業者又 は輸入業者) ， 対象作物:対

象病害虫:使用 時期及び回数な ど。 た だ し ， 除草剤 に つ いては， 適用雑草:使用方法 を 記載。 (… 日 … 回 は ， 収穫何 日
前何回以 内散布の略。 (登録番号 18764�18780 ま での 17 件， 有効登録件数 は 5793 件)

な お ， ア ン ダー ラ イ ン の つ い た 種類名 は新規化合物で， ( )内 は試験段階時の薬剤名 で あ る 。

二酸化炭素〈ん薬剤
二酸 化 炭素 99. 9%
炭酸 ガ ス (6. 8. 26)
1877 4 ( 日 本炭酸 )

「殺虫剤J

米 ・ 麦類:コ ク ゾ ウ ・ コ ク ヌ ス ト モ ド キ 等 の 甲虫類 ・ ノ シ メ
マ ダラ メ イ ガ ・ パク ガ等 の ガ類:害虫発生初期 本剤の 所
定量を倉庫等 の 下部 か ら 気 化器を用い て投入する.

DDVP乳剤
DDVP7 5. 0% 
DDVP乳剤7 5 (6 . 8. 26) 
1 877 5 (八洲 化学)
り ん ご :ア ブ ラ ム シ類 ・ ハ マ キ ム シ類 ・ キ ン モ ン ホ ソ ガ:14 

日 5 回， な し :ハ マ キ ム シ類:7 日 6 回， かんき つ(み かん
を 除 く ハ マ キ ム シ 類 ・ ク ワ ゴ マ ダ ラ ヒ ト リ :7 日 3
回， み かん:ハ マ キム シ類 ・ ク ワ ゴ マ ダラ ヒ ト リ ・ ミ カ ン
キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ :前 日 3 回， も も :モ モ ハ モ グ リ ガ ・ ア
プラ ム シ類:7 日 5 回， な す (露地) :ア プ ラ ム シ類 ・ ノ、ダ
ニ類:前 日 6 回， な す(施設 ) :ア プラ ム シ類 ・ ハ ダニ類:
3 日 3 回， き ゅう り (露地) :ア プラ ム シ類 ・ ハ ダニ類:前
日 6 回， ト マ ト :ア ブ ラ ム シ類:3 日 3 回， キ ャ ベ ツ :ア プ
ラ ム シ類 ・ ア オ ム シ ・ コ ナ ガ ・ ハ ス モ ン ヨ ト ウ ・ ヨ ト ウ ム
シ ・ カ ブ ラ ハパチ ・ ハ イ マ ダラ ノ メ イ ガ ・ キ ス ジ ノ ミ ハ ム
シ ・ タ マ ナ ギ ン ウ ワ パ:3 日 5 回 ， カ リ フ ラ ワ ー :ア ブ ラ
ム シ 類 ・ ア オ ム シ ・ コ ナ ガ ・ ハ ス モ ン ヨ ト ウ ・ ヨ ト ウ ム
シ ・ カ ブラハ パチ ・ ハ イ マ ダラノメ イ ガ ・ キ ス ジ ノミハ ム
シ ・タ マ ナ ギ ン ウ ワ パ:3 日 6 回 ， プ ロ ツコ リ ー :アプラ
ム シ 類 ・ ア オ ム シ ・ コ ナ ガ ・ ハ ス モ ン ヨ ト ウ ・ ヨ ト ウ ム
シ ・ カ プラ ノ、ノ fチ ・ ハ イ マ ダラノ メ イ ガ ・ キ ス ジ ノ ミ ハ ム
シ ・ タ マ ナ ギ ン ウ ワ パ:7 日 6 回， だい こん:ア プラ ム シ
類 ・ ア オ ム シ ・ コ ナ ガ ・ ハ ス モ ン ヨ ト ウ ・ ヨ ト ウ ム シ ・ カ
ブ ラ ハ ノTチ ・ ハ イ マ ダラ ノメ イ ガ ・ キ ス ジ ノ ミ ハ ム シ ・ タ
マ ナ ギ ン ウ ワ パ:1 4 日 6 回， かぶ:ア ブ ラ ム シ類 ・ ア オ ム
シ ・ コ ナ ガ ・ ハ ス モ ン ヨ ト ウ ・ ヨ ト ウ ム シ ・ カ プ ラ ハ パ
チ ・ ハ イ マ ダラ ノ メ イ ガ ・ キ ス ジ ノ ミ ハ ム シ ・ タ マ ナ ギ ン
ウ ワ パ:14 日 5 回， は く さ い :ア ブ ラ ム シ類 ・ ア オ ム シ ・
コ ナ ガ ・ ハ ス モ ン ヨ ト ウ ・ ヨ ト ウ ム シ ・ カ プラ ハ パチ ・ ハ
イ マ ダラ ノ メ イ ガ ・ キ ス ジ ノ ミ ハ ム シ ・ タ マ ナ ギ ン ウ ワ

パ:7 日 5 回， た ま ね ぎ :ネ ギ ア ザ ミ ウ マ :3 日 6 回， 食用
菊:ア プ ラ ム シ類:7 日 5 回， 茶 :コ カ ク モ ン ハ マ キ ・ チ
ャ ノ ホ ソ ガ ・ カ ンザ ワ ハ ダニ :摘採 10 日 前 ま で:3 回以
内 :散布， 桑 :ク ワ ノ メ イ ガ ・ ク ワ ノ キ ン ケ ム シ ・ ハ ム シ
類:摘採 3 日 前 ま で:5 回 以 内 :散布， た ばこ :ア プ ラ ム
シ類 ・ ヨ ト ウ ム シ ・ タ バ コ ア オ ム シ :散布， さ く ら (八重
ざ く ら を 除 く ) ・ プ ラ タ ナ ス 等 の 広葉樹 (街路樹 ・ 庭 木 ) : 
ア メ リ カ シ ロ ヒ ト リ :5 回以内 :散布， き く : ア ブ ラ ム シ
類:5 回以内 :散布

DDVP乳剤
DDVP50. 0% 
DDVP乳剤 50 (6. 8. 26) 
1877 6 (八洲 化学)
りんご:ア プ ラ ム シ類 ・ ナ シ ヒ メ シ ン ク イ ・ オ ピ ヒ メ ヨ コ パ

イ ・ ハ マ キ ム シ類 ・ キ ン モ ン ホ ソ ガ :14 日 5 回， な し :ア
プラ ム シ類 ・ ナ シ ヒ メ シ ン ク イ ・ オ ピ ヒ メ ヨ コ バ イ ・ ナ シ
チ ピ ガ ・ ナ シ ホ ソ ガ :7 日 6 回， ぶどう:ア ブ ラ ム シ類:3 
日 3 回， うめ:ア ブラム シ 類 ・ ナ シ ヒ メ シ ン ク イ :7 日 6
回， も も :ア プラ ム シ類 ・ ナ シ ヒ メ シ ン ク イ :7 日 5 回， か
んき つ (み かんを 除 く ア ブ ラ ム シ類 ・ イ セ リ ヤカ イ ガ
ラ ム シ :7 日 3 回， み かん:ア ブ ラ ム シ類 ・ イ セ リ ヤカ イ
ガ ラ ム シ :前日 3 回， き ゅう り (露地) ・ な す (露地) ・ ピー
マ ン (露地) :ア ブ ラ ム シ 類 :前 日 6 回， ト マ ト ・ な す(施
設 ) ・ ピー マ ン (施設 ) :ア ブ ラ ム シ類:3 日 3 回， すい か ・
メ ロ ン ・ ま く わう り :ア プ ラ ム シ 類 :3 日 4 回 ， かぼち
ゃ ・ し ろうり:ア ブラム シ類:3 日 6 回， キ ャ ベ ツ :ア プ
ラム シ類・ア オ ム シ ・ ヨ トウ ム シ ・ カ ブラ ノ、パチ ・ コ ナ
ガ :3 日 5 回， カ リ フ ラ ワ ー :ア プラム シ 類 ・ ア オ ム シ ・
ヨ ト ウ ム シ ・ カ ブ ラ ノ、パチ ・ コ ナ ガ :3 日 6 回 ， プ ロ ッ コ
リ ー :アプラ ム シ類 ・ ア オ ム シ ・ ヨ ト ウ ム シ ・ カ ブ ラ ノ、パ
チ ・ コ ナ ガ :7 日 6 回， だい こん:ア ブ ラ ム シ類 ・ ア オ ム
シ ・ ヨ ト ウ ム シ ・ カ ブ ラ ハ パチ ・ コ ナ ガ :1 4 日 6 回， か

ぶ:ア プ ラ ム シ 類 ・ ア オ ム シ ・ ヨ ト ウ ム シ ・ カ ブ ラ ノ、ノT
チ ・ コ ナ ガ :1 4 日 5 回， は く さ い :ア プラ ム シ類 ・ ア オ ム
シ ・ ヨ ト ウ ム シ ・ カ ブ ラ ハ ノ fチ ・ コ ナ ガ:7 日 5 回， レ タ
ス :ア プラ ム シ類 ・ ヨ ト ウ ム シ :7 日 5図， た か な ・ の ざ
わ な :ア プラ ム シ類 :7 日 3 回， チ ン ゲ ン サイ :ア プラ ム

(44 ペ ー ジ に 続 く )
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